




Effects of laundry conditions on wrinkle of clothing

















































れていることから、ニット素材 2 種、計 6 種の試料を用いた。試料の諸元を表 1 に示す。いずれも（株）
色染社より購入した。布端がほつれないようにロックミシンによる始末を行い、出来上がり寸法を15cm








1 織物 綿カナキン 綿 100％ 平織 カナキン 0.207 73 63
2 綿ブロード 綿 100％ 平織 ブロード 0.202 64 140
3 Ｐタフタ ポリエステル 100％ 平織 タフタ 0.093 120 90
4 P/C タフタ 綿 50％ / ポリエステル 50％ 平織 ブロード 0.195 131 70
5 編物 綿ニット 綿 100％ ゴム編（スムース） 0.622 ― ―























パルセーター式 温水 W シャワー泡洗浄 排気式 9 2 7 38 L 310














60 L 40 ml
45 L 30 ml
30 L 20 ml
ドラム式
衣料 4 kg
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＊＊　危険率 1％　　＊　危険率 5％ ＊＊　危険率 1％　　＊　危険率 5％
洗濯条件が衣類のしわの発生に及ぼす影響（長嶋 他） 19
に比べて洗濯しわの発生が抑制されたと推察される。













　標準条件で洗浄した後、脱水時間を 1 分間または 6 分間行い、自然乾燥後、洗濯しわの評価を行った。
その結果を図 5 に示す。
　図 5（a）、図 5（b）より、パルセーター式とドラム式の 2 機種間には有意差は見られなかった。パルセー







































＊＊　危険率 1％　　＊　危険率 5％ ＊＊　危険率 1％　　＊　危険率 5％


















ター式の綿カナキン、Pタフタには脱水 1 分と 6 分との間に有意差が見られた。その他の試料に脱水時間
の影響が見られなかったのは、次のように推察される。洗浄が終了し、遠心脱水が始まると被洗物は槽の
内壁に固定され、脱水時間とともに被洗物中の水分が遠心力によって取り除かれることになる。したがっ















































＊＊ 危険率 1％  ＊ 危険率 5％
＊＊　危険率 1％　　＊　危険率 5％ ＊＊　危険率 1％　　＊　危険率 5％
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A：綿カナキン　脱水 1 分，B：綿カナキン　脱水 6 分，C：綿ブロード　脱水 1 分，D：綿ブロード　脱水 6 分，
E：P タフタ　脱水 1 分，F：P タフタ　脱水 6 分 ,  G：P/C ブロード　脱水 1 分 ,  H：P/C ブロード　脱水 6 分 ,  






発生に 1 ％水準で有意差が見られた。図6（b）のドラム式ではPタフタには 1 ％水準で、綿ブロードには






































































結果を図 8 に示す。図 8（a）のパルセーター式の結果では、組成にポリエステルを含む試料を除くと相関
係数は 1 に近くなり、防しわ性と洗濯しわ評価値には相関がみられた。図 8（b）のドラム式ではPタフタ、
P/Cブロードを除く相関係数は1に近くなり、防しわ性と洗濯しわ評価値には相関がみられた。
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A：綿カナキン　自然乾燥，B：綿カナキン　乾燥 90 分，C：綿ブロード　自然乾燥，D：綿ブロード　乾燥 90 分，
E：P タフタ　自然乾燥，F：P タフタ　乾燥 90 分 ,  G：P/C ブロード　自然乾燥 ,  H：P/C ブロード　乾燥 90 分 , 
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E：P タフタ　パルセーター式，F：P タフタ　ドラム式 ,  
G：P/C ブロード　パルセーター式 ,  H：P/C ブロード　ドラム式 , 
I：綿ニット　パルセーター式 ,  J：綿ニット　ドラム式 ,  
K：P/C ニット　パルセーター式 ,  L：P/C ニット　ドラム式































y = -0.0611x + 5.2585
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1） 洗浄時間については、Pタフタはパルセーター式の場合、時間が短い方が洗濯しわが生じやすく、ド
ラム式では長時間洗浄による影響が見られた。
2） 洗浄温度については、両機種ともに組成にポリエステルが含まれる試料は織物、編物ともに高温にな
るとしわが発生しやすくなる傾向が見られた。
3） 浴比について検討した結果、パルセーター式およびドラム式ともに、綿100％組成の織物は浴比が小
さくなると、しわが付きやすくなる傾向が見られた。低浴比では水流による被洗物の動きや水中での
自由度が抑制され、高浴比の場合より固定化された形で洗浄が行われている可能性が高いためと推察
された。
4） 脱水時間については両機種とも脱水時間が増加しても、各試料における洗濯しわ評価値に大きな変化
は見られなかった。
5）乾燥機を使用した場合、両機種ともにPタフタは洗濯しわが付きやすいことがわかった。
6） 洗浄方式以外の条件を同一として処理し、洗濯しわの評価を試みた結果、ドラム式に比べてパルセー
ター式の方が、洗濯しわ評価値は大きい結果が得られた。洗濯機種の機械力によって被洗物に対する
洗浄後のしわ発生に影響をおよぼすことが示唆された。
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